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はじめに
大型のミミズを除くと森林における土壌動

物の分解過程における役割は炭素無機化とい
う意味では小さいことが知られている。しか
しながら有機物の分解を担う菌類との相互関
係を通した分解過程への貢献（Ponge, 1991）、
リター（落葉落枝）の細片化をはじめとする
堆積腐植層の形成への関わりを考えると土壌
動物の存在は無視できるものではない。リ
ターの細片化に貢献する腐植食性の土壌動物
のバイオマスのうち、温帯～冷温帯で高いも
のにミミズが挙げられる。しかし、特に急峻
な山地形が卓越し、降雨量が多く酸性土壌が
発達しやすい日本の環境では堆積腐植層がう
すく有機物がA層に蓄積するムル型ではなく、
堆積腐植層が厚く積もるモル型とその中間で
あるモーダー型の堆積腐植層が伴うことが多
い。このような環境ではヨーロッパで見られ
るようなミミズの働きは小さく（Tsukamoto,  
1986）、次にバイオマスの高い腐植食性の土
壌動物としてヤスデの倍脚綱やワラジムシ・
ダンゴムシといった甲殻綱の土壌動物が挙げ
られる。筆者が行った京都府宮津市にの山林
で行った植生が異なりモーダー～モル型の堆
積腐植層が発達する３地点で行った調査では、
ミミズのバイオマスに次いで高かったのが概
ねヤスデであった（Mori et. al., 2009）。ヤス
デはリターと土壌を摂食する種が多いことが
知られており（新島・伊藤,1996）、リターの
分解過程だけでなく、堆積腐植層の形態や土
壌団粒の形成にも大きく関わると考えられる。

筆者はリターの変容や堆積腐植層の形成に
おいて役割の大きいと考えられるヤスデの食
性について複数の種で簡単な摂食嗜好性に関
する実験を行ったのでそれを報告する。

調査地
ヤスデの個体と食性試験の材料は京都府宮

津市の山林で採取した（Mori et. al., 2005）。
植生はミズナラとコナラの優先する落葉広葉
樹林である。

方法
ヤスデの個体を2002年10月に採取した。

３種のヤスデを採取し、属レベルで同定した。
実験に供したのは以下の３種である。

種１； Epanerchodus sp.（オビヤスデ）
種２； Syntelopodeuma sp.（ミコシヤスデ）
種３； Anaulaciulus sp.（フジヤスデ）
シャーレと砂は実験前に滅菌した。新鮮落

葉は2002年の落葉をOi層（未分解でほぼ元
の形がのこるリターの層）から、不朽葉は
Oe層（分解が進んでいるがリターの元の形
がわかる層）から採取した。落葉はすでに付
着している糞粒などを除去するために超音波
処理を行い２㎝以下になるよう細断した。
Oa層（リターの元の形がわからないほど分
解が進み、糞粒などが堆積した層）の腐植と
無機物と有機物の混じったA層の土壌は２㎜
の篩にかけた。

処理Ⅰとしてナラとブナの新鮮落葉、ナ
ラとブナの不朽葉、A層の土壌を入れたもの
を用意した。処理Ⅱとしてナラの新鮮落葉
とOa層を構成する有機物を用意した。処理
Ⅰは土壌の表層にある材料をひろく準備し
た。ブナは調査地点の極相林を形成してお
りモル型の堆積腐植層が発達している。ブ
ナはナラの落葉よりもリグニン含量が高い
など、ナラ落葉よりも食べにくい素材である

（Takeda, 1987）。処理Ⅱは土壌動物のえさと
して利用しづらいと考えられる資源として準
備した。種１は両方の処理について、また採
取した個体数が少なかったため、種２は処理
Ⅰについてのみ、種３は処理Ⅱについてのみ
実験を行った。少量の食材をシャーレに準備
し、それぞれ３個体を実験に供して暗くした
10℃のインキュベーターで約10日間飼育し
た。その間、食材が少なくなった時点で追加
して観察を継続した。

結果
結果を表１と図１にまとめた。
ブナの新鮮落葉はどの種も摂食が確認でき

なかった。またナラの新鮮落葉は種１によっ
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てのみ部分的に摂食された。不朽葉について
ナラは実験を行った２種ともに数時間から数
日のうちに主葉脈以外の部分を殆ど摂食し、
糞として排泄されていたが、ブナは種１のみ
が摂食した。これらのことから落葉の嗜好の
順は高いほうからナラ不朽葉＞ブナ不朽葉＝
ナラ新鮮落葉となり、ブナ新鮮落葉は摂食の

嗜好性が低いことがわかった。
Oa層の腐植物質は新鮮落葉との対比にお

いて好まれ、新鮮落葉の摂食は全くない一方
でほぼ全てが摂食され糞粒として排泄された。
A層の土壌は種１は不朽葉もあるなかで接触
していたが、種３は摂食していなかった。 

考察
実験結果から実験に供したヤスデは種に

よって有機物摂食の嗜好が異なり、オビヤス
デ（種１）は新鮮落葉から土壌物質まで広く
摂食する一方、ミコシヤスデ（種２）は不朽
葉のみを摂食した。一般に葉は生葉の時から
分解菌が付着し、落葉するとさらに土壌中の
菌類が侵入し、菌類は遷移しつつ分解を進め
ていく。今回の実験についても土壌動物は菌
類が侵入し分解がある程度進んだものを好ん
で 食 べ る（Daniel et.al., 1997; Soma and 
Saito, 1983）という知見と一致する。

新鮮落葉について、ブナ葉は全く摂食しな
いのかどうかはこの実験からは明らかではな
いが、ブナはリグニン含量が多く、落葉広葉
樹の中では食べにくく分解の遅いリターであ
ることから（Takeda, 1987）、多様な有機物
を積極的に摂食するヤスデについても好まし
い餌ではないといえる。コナラ・ミズナラも
落葉広葉樹のリターとしては分解しやすいリ
ターではない（Takeda, 1987）が、ナラの新
鮮落葉も摂食が確認された。より分解しやす
いリターであればさらに積極的な摂食が考え
られ、ヤスデが落葉直後からリターの細片化
に大きく貢献することが考えられる。またあ
る程度不朽した落葉については好適な餌であ
るといえる。

Oa層の腐植物質はオビヤスデ（種１）と
フジヤスデ（種３）に関して新鮮落葉よりも
好んで摂食され、すでに他の生き物の腸管を

通り、いわば残りものともいえるOa層の腐
植物質が２次的に好んで摂食されることがわ
かった。

今回の実験から、ヤスデは種によって摂食
可能な有機物の種類は異なること、新鮮落葉
やOa層の腐植物質なども摂食することがわ
かった。
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処理 新鮮落葉 不朽葉 Oa層の腐植物質 A層の土壌
Oak Beech Oak Beech

Epanerchodus sp. (種１) １ 〇 × ◎ 〇 nd 〇
Diplomargna sp.   (種２) １ × × 〇 × nd ×
Epanerchodus sp. (種１) ２ × × nd nd 〇 nd
Anaulaciulus sp.   （種３） ２ × × nd nd 〇 nd

◎; 数時間内に摂食, ○;摂食, ×; 摂食せず, nd; 実験せず

表１　３種のヤスデの摂食実験結果
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図１　 ヤスデの摂食実験前後の写真 a）種１処理１；実験前のナラの新鮮落葉、 b）aの数時間後に撮影された。落
葉の一部が摂食されている、c）種１処理１；実験前のナラの不朽葉、 d）cの３日後に撮影された。 葉の大
部分が摂食され糞として排泄された、 e）種１処理１；実験前のブナの不朽葉、 f）実験開始９日目に撮影さ
れた。 葉は部分的に摂食されている、 g）種１処理２；実験開始前のOa層腐植物質、 h）gの実験開始９日
目に撮影された。Oa層の腐植物質は殆ど摂食されて糞として排泄された、 i）種１処理１；A層の土壌を摂食
して排泄された有機－無機の混ざったヤスデの糞（写真中央の筒状の塊）
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